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真夏の淡路の夜を彩る「淡路島まつり」が�

８月４日～６日の３日間、盛大に繰り広げ�

られました。初日・２日目は熱狂的な踊り�

に酔いしれ、３日目は華やかな花火の大輪�

がフィナーレを飾りました。�
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中川市政�

任期満了に伴う洲本市長選挙の投票は、7月16日、�

市議会議員との同日選挙として、�

市内27か所の投票所で一斉に行われました。�

即日開票の結果、中川啓一現市長が、�

13,546票を得票し、3選を果たしました。�

当日有権者数は、33,566人、投票者総数25,690人、�

投票率は76.54　（前回66..41　）で、前回を上回りました。�

3期目にかける洲本市のまちづくりについて、�

中川市長に語っていただいた概要は、次のとおりです。�

　
八
年
前
の
市
長
就
任
以
来
、
重
点
施
策
に
掲
げ
て
き
た
「
道
路
」

「
交
通
」「
情
報
」の
都
市
基
盤
整
備
を
、
三
つ
の
土
台
と
し
て
継
続
し
、

そ
の
上
に
経
済
、
福
祉
、
教
育
な
ど
七
つ
の
柱
を
建
て
、

”
大
阪
湾

に
輝
く
真
珠
の
都
市
“
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。�

都
市
基
盤
整
備�

・
道
　
路�

　
内
環
状
線
、
外
環
状
線
、
軌�

道
敷
の
三
市
道
と
広
域
農
道�

（
オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
）
の
完
成

に
向
け
努
め
ま
す
。�

・
交
　
通�

　
明
石
架
橋
と
同
時
に
廃
止
さ�

れ
た
高
速
艇
航
路
に
つ
い
て
は
、

洲
本
港
を
起
点
と
す
る
海
上
航�

路
の
復
活
に
取
り
組
み
ま
す
。�

併
せ
て
、
港
周
辺
の
一
体
的
整�

備
を
進
め
ま
す
。�

・
情
　
報�

　
災
害
対
応
総
合
情
報
ネ
ッ
ト�

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
庁
内
Ｌ
Ａ�

Ｎ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
）、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
市
民
に
よ
り
役
立
つ
情

報
基
盤
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

情
報
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業�

の
誘
致
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。�

パー�
セント�

パー�
セント�

七
つ
の
柱（
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
）の
実
現
に
努
め
ま
す�
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一
、
経
　
済�

　
子
ど
も
や
孫
が
洲
本
で
暮
ら�

せ
る
よ
う
、
働
く
場
を
確
保
し
、

活
力
あ
る
起
業
・
雇
用
の
創
出�

と
地
域
の
経
済
基
盤
の
整
備
を�

図
り
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち�

『
元
気
都
市
・
洲
本
』
を
つ
く�

り
ま
す
。�

・
製
販
一
体
型
施
設
の
整
備
や�

　
旧
市
街
地
の
活
性
化
な
ど�

二
、
福
　
祉�

　
す
べ
て
の
人
が
希
望
を
も
っ�

て
健
康
に
暮
ら
せ
、
安
ら
ぎ
と�

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
『
安
心�

都
市
・
洲
本
』
を
つ
く
り
ま
す
。  

・
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
充
実
の�

　
ほ
か
、
心
身
障
害
者
の
た
め

　
の
施
設
づ
く
り
や
、
公
共
施

　
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど�

三
、
教
　
育�

　
世
界
に
通
ず
る
人
づ
く
り
を�

進
め
、
豊
富
で
多
彩
な
人
材
に�

支
え
ら
れ
た
ま
ち
『
生
涯
学
習�

都
市
・
洲
本
』
を
つ
く
り
ま
す
。  

・
い
じ
め
、
不
登
校
解
消
の
体

　
制
充
実
や
生
涯
学
習
、
生
涯

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
支
援
な
ど�

四
、
文
　
化�

　
歴
史
に
培
わ
れ
た
地
域
固
有�

の
文
化
。
交
流
を
通
じ
て
創
造�

さ
れ
る
新
し
い
文
化
。
さ
ま
ざ�

ま
な
文
化
に
彩
ら
れ
た
ま
ち�

『
交
流
都
市
・
洲
本
』
を
つ
く�

り
ま
す
。�

・
市
民
主
役
の
文
化
振
興
支
援

　
や
、
武
道
、
華
道
、
茶
道
の

　
道
場
づ
く
り
な
ど�

五
、
環
境
・
景
観�

　
市
民
み
ん
な
の
参
加
に
よ
り
、

愛
着
と
誇
り
を
も
っ
て
全
国
に�

自
慢
で
き
る
美
し
い
ま
ち
『
快�

適
都
市
・
洲
本
』
を
つ
く
り
ま�

す
。�

・
景
観
条
例
の
制
定
、
田
園
計�

　
画
な
ど�

六
、
行
財
政
改
革�

  

国
際
的
な
基
準
で
、
効
率
の�

よ
い
行
財
政
改
革
を
す
す
め
て�

お
り
、
市
民
と
共
に
信
頼
し
支�

え
合
う
ま
ち
『
協
働
都
市
・
洲�

本
』
を
つ
く
り
ま
す
。�

・
企
業
会
計
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー�

　
ト
）
の
導
入
な
ど�

七
、
紀
淡
海
峡
大
橋�

　
二
十
一
世
紀
の
飛
躍
の
鍵
を�

握
る
紀
淡
海
峡
大
橋
の
実
現
に�

向
け
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
っ�

て
い
き
、『
基
軸
都
市
・
洲
本
』

を
つ
く
り
ま
す
。�

　
三
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た�

中
川
啓
一
市
長
の
登
庁
式
が
、�

七
月
十
九
日
、
市
役
所
で
行
わ�

れ
ま
し
た
。�

　
午
前
九
時
前
、
市
役
所
玄
関�

前
に
姿
を
見
せ
た
市
長
は
、
三�

名
の
女
子
職
員
か
ら
歓
迎
の
花�

束
を
受
け
た
あ
と
、
職
員
の
拍�

手
で
迎
え
ら
れ
、
一
階
コ
ン
コ�

ー
ス
で
職
員
を
前
に
就
任
の
あ�

い
さ
つ
を
し
「
皆
さ
ん
の
支
持�

を
受
け
、
三
度
目
の
市
政
を
あ�

ず
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
時
代
を�

先
取
り
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
き�

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、�

景
観
条
例
な
ど�

を
制
定
し
ま
す
。�

そ
し
て
、
経
済�

力
の
あ
る
中
核�

都
市
と
し
て
、�

淡
路
を
リ
ー
ド�

す
る
ま
ち
を
目�

指
し
て
励
み
ま�

す
の
で
、
職
員�

の
皆
さ
ん
も
仕�

事
に
ベ
ス
ト
を�

尽
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ

ま
し
た
。
続
い
て
、
職
員
を
代

表
し
て
上
原
惠
宥
助
役
が
「
三

期
目
の
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
八
年
前
の
初
当
選
以

来
、
新
都
心
整
備
や
情
報
化
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
な
ど
お
お
む

ね
目
的
を
達
せ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な

が
ら
、
景
気
低
迷
、
高
齢
化
の

進
む
中
、
ま
だ
ま
だ
解
決
を
要

す
る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。�

�

◆
数
字
で
み
る
選
挙
の
記
録
◆�

＊洲本市長選挙の記録� ＊県下市長選挙投票率一覧 （抜粋）�
市　名　 投票率（％）　選挙の期日�選挙の期日    当日有権者数（人）　投票者数（人）　投票率（％）  備　　考�

洲 本 市 �

高 砂 市 �

相 生 市 �

豊 岡 市 �

加 西 市 �

小 野 市 �

赤 穂 市 �

龍 野 市 �

川 西 市 �

芦 屋 市 �

篠 山 市 �

姫 路 市�

加古川市�

宝 塚 市 �

三 木 市 �

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

７６.５４�

7 5 . 3 5

7 3 . 8 7

7 1 . 4 9

7 1 . 4 6

6 6 . 6 4

6 5 . 0 1

6 3 . 5 4

6 0 . 5 1

5 9 . 1 9

5 8 . 8 3

5 8 . 4 1

5 7 . 8 3

5 1 . 0 1

5 0 . 6 2

�

H10.9. 6

H12.6.11

H 9.7. 6

H11.10.31

H11.2. 7

H11.1.24

H10.9.27

H10.10.25

H11.4.25

H11.4.25

H11.4.25

H10.6.21

H11.3.14

H10.1.18

S22.4. 5

S26.4.23

S30.4.30

S34.4.30

S35.9. 4

S39.8.12

S43.8. 4

S47.8.20

S51.8.22

S55.8.24

S59.8.26

S63.8.28

H 4.8.23

H 8.8.25

H12.7.16

20,676

20,773

30,337

30,503

30,449

30,465

29,823

32,829

32,669

32,603

32,625

33,078

33,353

33,566

33,566

14,551

19,810

26,770

27,670

26,016

14,434

20,569

25,253

10,821

23,689

25,574

13,233

24,516

22,291

25,690

70.38

95.40

88.24

90.71

85.44

47.38

68.97

76.92

33.12

72.66

78.39

40.01

73.50

66.41

76.54

候補者４名�

候補者２名�

候補者３名�

候補者２名�

候補者７名�

候補者３名�

候補者３名�

候補者３名�

候補者２名�

候補者２名�

候補者５名�

候補者２名�

候補者３名�

候補者２名�

候補者２名�

H１２.７.１６�

中
川
市
長
が
登
庁
／
7
月
１９
日�

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に�

　
　
　
　
取
り
組
み
ま
す�

まちづくりビジョン�

熱気と緊張感の中、開票が行われました。�
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無
所
属
新�

栄
町�

当
選
一
回�

����

無
所
属
新�

栄
町�

当
選
一
回�

����

無
所
属
新�

物
部�

当
選
一
回�

����

無
所
属
前�

安
乎
町�

当
選
二
回�

����

無
所
属
前�

下
内
膳�

当
選
二
回�

＊項目は、氏名、年齢（７月１６日現在）、党派、住所、当選回数の順�

　
任
期
満
了
に
よ
る
洲
本
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
の
九
十
日
特
例
に
よ
り
市
長
選
挙
と
同
じ
、

七
月
九
日
に
告
示
、
七
月
十
六
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
し
い
二
十
二
人
の
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。�

　
定
数
が
二
人
減
と
な
っ
た
今
回
の
選
挙
に
は
、
二
十
三
人
が
立
候
補
し
、
七
日
間
の
選
挙
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
投
票
率
は
、
七
六
・
四
九
　
で
し
た
。�

　
当
選
者
の
内
訳
は
、
前
職
十
四
人
、
新
人
八
人
。
党
派
別
で
は
、
無
所
属
十
七
人
、
日
本
共
産
党
三
人
、

公
明
党
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
、
七
月
十
六
日
か
ら
四
年
間
で
す
。
　
　�

パ
ー�

セ
ン
ト�

硲
口
千
惠
美
　
議
員
　
５０�

������

谷
　
　
文
雅
　
議
員
　
４０�

������

森
　
　
康
行
　
議
員
　
５３�

������

和
田
　
正
昭
　
議
員
　
５７�

地
村
耕
一
良
　
議
員
　
５６�

������

柳
　
　
雅
文
　
議
員
　
５１�

������

木
戸
内
良
夫
　
議
員
　
６３�

������

名
田
　
英
樹
　
議
員
　
５８�

高
田
　
隆
安
　
議
員
　
５１�

������

片
岡
　
　
格
　
議
員
　
５１�

������

山
本
　
義
孝
　
議
員
　
５８�

������

宮
本
　
徳
治
　
議
員
　
６９
�

浜
端
　
嘉
和
　
議
員
　
７１�

������

田
村
　
昭
治
　
議
員
　
６８�

������

小
川
　
英
一
　
議
員
　
６６�

������

上
田
淳
一
郎
　
議
員
　
７０�

������

奥
井
　
正
展
　
議
員
　
５６�

生
田
　
進
三
　
議
員
　
３７�

������

望
月
　
慶
子
　
議
員
　
５８�

������

戸
田
　
公
三
　
議
員
　
５１�

������

島
田
　
　
暁
　
議
員
　
６９�

������

小
松
　
　
茂
　
議
員
　
４８�

公
明
党
新�

大
野�

当
選
一
回�

����

無
所
属
前�

千
草�

当
選
二
回�

����

公
明
党
前�

小
路
谷�

当
選
七
回�

����

無
所
属
新�

桑
間�

当
選
一
回�

無
所
属
前�

本
町�

当
選
二
回�

����

無
所
属
前�

中
川
原
町�

当
選
三
回�

����

日
本
共
産
党
前�

大
野�

当
選
三
回�

����

無
所
属
新�

由
良�

当
選
一
回�

�

日
本
共
産
党
前�

千
草�

当
選
五
回�

����

日
本
共
産
党
前�

由
良
町�

当
選
四
回�

����

無
所
属
新�

炬
口�

当
選
一
回�

����

無
所
属
前�

炬
口�

当
選
三
回�

無
所
属
前�

塩
屋�

当
選
三
回�

����

無
所
属
前�

下
加
茂�

当
選
三
回�

����

無
所
属
新�

物
部�

当
選
一
回�

����

無
所
属
前�

由
良
町�

当
選
三
回�

����

無
所
属
前�

安
乎
町�

当
選
三
回�



5

国勢調査�
国勢調査あらたな世紀の基礎づくり�

　国勢調査は、９月下旬から１０月上旬にかけて、「国勢調査員証」を携帯した国勢調査員が世帯を訪問し、�

直接、調査票を配布・回収する方法により行います。�

　国勢調査と称して世帯の家族構成や会社の従業員の氏名な�

どを電話で照会する「かたり調査」にご注意ください。�

　不審な電話には即答せず、相手の名前や電話番号などを聞�

き、洲本市役所総務課までご連絡ください。�

議　長
上田淳一郎�

総務庁統計局・兵庫県・洲本市�

　
市
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の�

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。�

去
る
七
月
二
十
六
日
に
開
催
さ�

れ
ま
し
た
一
般
選
挙
後
の
初
議�

会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各
位
の�

ご
推
挙
に
よ
り
、
私
共
が
議
長
、�

副
議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い�

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共�

に
、
新
世
紀
を
目
前
に
し
て
地�

方
の
時
代
を
受
け
た
地
方
行
政�

へ
の
新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ�

る
時
期
に
、
そ
の
職
責
の
重
大�

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。�

　
さ
て
、
現
在
淡
路
を
舞
台
に�

開
催
さ
れ
て
い
る
淡
路
花
博
は�

連
日
予
想
を
超
え
る
多
く
の
方�

で
賑
わ
い
、
人
々
と
緑
の
関
わ�

り
を
学
び
自
然
と
共
生
す
る
こ�

と
の
大
切
さ
が
提
唱
さ
れ
、
真�

に
公
園
島
淡
路
が
ア
ピ
ー
ル
さ�

れ
る
こ
と
は
、
そ
の
発
信
地
と�

し
て
の
淡
路
の
活
性
化
に
も
大�

き
く
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
そ
し
て
本
市
に
お
い
て
も
、�

市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
地
域�

振
興
整
備
公
団
に
よ
る
製
販
一�

体
型
施
設
「
（
仮
称
）
洲
本
ア�

ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ
ア
」
の
事
業�

採
択
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
効
果�

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
こ�

ろ
で
す
。
介
護
保
険
制
度
が
四�

月
に
開
始
さ
れ
、
資
源
循
環
型�

の
不
燃
ご
み
の
分
別
回
収
も
七�

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
あ�

ら
ゆ
る
分
野
で
新
し
い
時
代
に�

向
け
た
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い�

ま
す
。
こ
れ
ら
施
策
の
一
層
の�

拡
充
等
を
図
る
た
め
、
地
域
の�

声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と�

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り�

ま
す
。�

　
微
力
で
す
が
、
皆
様
方
の
負�

託
に
応
え
る
べ
く
最
大
限
の
努�

力
を
惜
し
ま
な
い
決
意
で
す
。�

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も�

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力�

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し�

上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と�

い
た
し
ま
す
。�

副議長
島田　　暁�

　
選
挙
後
、
初
め
て
の
臨
時
市
議
会
が
七
月
二
十
六
日
開
か
れ
、
役
員
選
挙
の
結
果
、
議
長

に
上
田
淳
一
郎
氏
、
副
議
長
に
島
田
　
暁
氏
、
監
査
委
員
に
谷
　
文
雅
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
炬
口
漁
港
の
防
波
堤
を
整
備
す
る
工
事
請
負
契
約
締
結
な
ど
四
議
案
が
可
決
、
専
決

処
分
一
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
会
議
で
決
ま
っ
た
常
任
委
員
会
な
ど
の
委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

議　長　に�

副 議 長 に�

監査委員に�

上田淳一郎氏�

島田　　暁氏�

谷　　文雅氏�

が選ばれました�

■
総
務
常
任
委
員
会�

◎
宮
本
徳
治
　
　
○
柳
　
雅
文�

　
上
田
淳
一
郎
　
　
和
田
正
昭�

　
望
月
慶
子
　
　
　
森
　
康
行�

　
高
田
隆
安
　
　
　
田
村
昭
治�

�

■
教
育
民
生
常
任
委
員
会�

◎
小
松
　
茂
　
　
○
小
川
英
一�

　
戸
田
公
三
　
　
硲
口
千
惠
美�

　
谷
　
文
雅
　
　
木
戸
内
良
夫�

　
浜
端
嘉
和�

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会�

◎
地
村
耕
一
良
　
○
山
本
義
孝�

　
名
田
英
樹
　
　
　
生
田
進
三�

　
片
岡
　
格
　
　
　
奥
井
正
展�

　
島
田
　
暁�

■
議
会
運
営
委
員
会�

◎
森
　
康
行
　
　
○
浜
端
嘉
和�

　
戸
田
公
三
　
　
　
和
田
正
昭�

　
小
川
英
一
　
　
　
小
松
　
茂�

　
高
田
隆
安
　
　
　
宮
本
徳
治�

�

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）�

10月1日は、国勢調査の日です。�
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関
西
電
力
で
の
五
日
間
は
、

毎
日
新
し
い
こ
と
の
発
見
ば
か

り
で
し
た
。
僕
ら
の
使
っ
て
い

る
電
気
は
四
国
と
神
戸
か
ら
橋

を
渡
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
だ

か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
巡
視
は
、
安

全
に
電
気
が
送
ら
れ
て
き
て
い

る
か
ど
う
か
を
知
る
大
切
な
仕

事
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い

つ
も
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
、

風
の
強
い
場
所
や
、
僕
が
体
験

し
た
地
上
十
四
、
五
メ
ー
ト
ル

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
乗
車
に
よ
る
工

事
な
ど
、
本
当
に
大
変
で
す
。

こ
う
し
て
守
ら
れ
て
き
た
電
気

を
決
し
て
ム
ダ
に
使
っ
て
は
い

け
な
い
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
六
月
十
二
日
の
晴
れ
渡
っ
た

空
、
僕
は
平
岡
農
園
で
働
か
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
の
生
活
は
、
と
て
も
つ
ら

か
っ
た
。
今
ま
で
の
中
で
、
一

番
つ
ら
か
っ
た
一
週
間
だ
っ
た

だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
働
い
て
不
思
議
な
こ

と
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、

車
の
騒
音
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

こ
と
。
二
つ
目
は
あ
ん
な
に
も

つ
ら
か
っ
た
の
に
楽
し
か
っ
た

こ
と
。
も
っ
と
働
き
た
い
と
さ

え
思
っ
た
こ
と
。

　
休
憩
の
時
、
い
つ
も
出
さ
れ

た
冷
凍
み
か
ん
。
か
な
り
う
ま

か
っ
た
。
太
陽
の
陽
を
あ
び
た

み
か
ん
。
手
入
れ
が
た
い
へ
ん

だ
っ
た
。
根
元
に
藁
を
敷
い
た

り
、
ま
だ
小
さ
い
み
か
ん
の
木

の
実
を
取
る
作
業
な
ど
、
腰
が

痛
く
な
る
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
。

　
二
日
目
か
ら
五
日
目
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
。
朝
は
お
年
寄
り
の

お
迎
え
か
ら
始
ま
り
、
お
茶
や

お
し
ぼ
り
配
り
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
特
殊
浴
槽
の
見
学

も
し
ま
し
た
。
特
殊
浴
槽
と
は
、

寝
た
き
り
な
ど
の
お
年
寄
り
の

た
め
に
、
機
械
を
使
っ
て
入
浴

で
き
る
設
備
の
整
っ
て
い
る
浴

槽
の
こ
と
で
す
。
普
通
の
浴
槽

に
も
車
椅
子
で
入
浴
で
き
る
よ

う
に
リ
フ
ト
が
つ
い
て
い
ま
す

（
ち
な
み
に
、私
は
実
際
に
リ
フ

ト
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た)

。

忙
し
か
っ
た
け
れ
ど
充
実
し
た

五
日
間
で
し
た
。

　
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
は
、

五
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
働
く
こ
と
の
厳
し
さ
や

大
変
さ
、
そ
し
て
何
よ
り
責
任

が
い
る
こ
と
が
と
て
も
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。

　
私
の
行
っ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
お
客
様
の
安

全
を
と
て
も
大
切
に
し
、
食
品

衛
生
に
気
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
ん
な
大
き
な
責
任
を

持
っ
て
仕
事
を
す
る
の
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
、
緊
張
と
同
時

に
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
し
か
し
、
一
番
勇
気

が
い
っ
た
こ
と
は
、
お
客
様
へ

の
あ
い
さ
つ
で
し
た
。

　
ふ
だ
ん
店
に
行
く
と
お
店
の

人
が
必
ず
言
っ
て
く
れ
る
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
や
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
が
、

恥
ず
か
し
く
て
な
か
な
か
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
頭
で
は
言
わ

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
が
言
葉
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
だ
ん
何

気
な
く
聞
い
て
い
る
言
葉
を
言

う
の
が
こ
ん
な
に
勇
気
の
い
る

こ
と
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
こ
の
五
日
間
は
と
て
も
時
間

の
た
つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
働
く
こ
と
に

一
生
懸
命
だ
っ
た
か
ら
と
い
う

の
も
あ
る
け
れ
ど
、
一
番
の
理

由
は
楽
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
、
緊
張
し
て

疲
れ
た
け
ど
、
私
の
こ
の
五
日

間
は
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で

得
た
た
く
さ
ん
の
経
験
を
十
分

に
役
立
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

40

　
中
学
二
年
生
が
、
さ
ま
ざ
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
。
こ
の
活
動
を
体
験
し
た
生
徒
の
感

想
文
や
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。�

こ
ん
な
所
か
ら�

や
っ
て
く
る
！
電
気�

大
鳴
門
橋
で
の
ケ
ー
ブ
ル
巡
視�

揺
れ
る  

揺
れ
る�

恐
怖
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
乗
車�

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク�

を
振
り
返
る�

青
雲
中
学
校�

洲
浜
中
学
校�

福
祉
会
館
で
の
五
日
間�

農
園
で
の
生
活�

★� ★�

★�

わ
ら�

（写真は作文とは直接関係ありません）�

新
箭
　
千
恵
さ
ん�

中
村
　
真
未
子
さ
ん�

堺
　
美
津
穂
さ
ん�

坂
口
　
慎
志
君�

志
村
　
昭
仁
君�

川
野
　
雅
己
君�

細
川
　
貴
寛
君�
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一
日
目
は
公
民
館
に
行
っ
て
、�

料
理
と
お
茶
の
勉
強
を
し
ま
し�

た
。
そ
の
後
、
二
、
三
、
四
、�

五
日
目
と
く
ろ
ひ
げ
理
容
店
へ�

行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
く�

ろ
ひ
げ
理
容
店
で
は
、
洗
髪
の�

仕
方
、
パ
ー
マ
の
あ
て
方
、
お�

客
さ
ん
に
対
す
る
礼
儀
な
ど
、�

本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ば�

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
理
容
店�

の
二
人
と
も
、
本
当
に
や
さ
し�

く
お
も
し
ろ
い
人
で
す
。
こ
の�

五
日
間
、
色
ん
な
体
験
を
さ
せ�

て
も
ら
っ
て
、
す
ご
く
勉
強
に�

な
り
ま
し
た
。
五
日
間
と
い
う�

の
は
本
当
に
短
い
で
す
。
「
ト�

ラ
イ
や
る
」
が
始
ま
る
前
は
、�

楽
し
み
で
し
よ
う
が
な
か
っ
た�

で
す
。
で
も
、
実
際
行
っ
て
み�

る
と
、
楽
し
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
、�

疲
れ
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ�

で
も
、
毎
朝
行
く
の
が
う
れ
し�

く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
で
す
。�

だ
ん
だ
ん
終
り
が
近
づ
く
に
つ�

れ
て
、
時
間
が
短
く
感
じ
ま
し�

た
。
五
日
間
疲
れ
た
け
ど
、
疲�

れ
た
分
本
当
に
い
っ
ぱ
い
勉
強�

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
日
間�

の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
な�

い
よ
う
に
し
、
社
会
に
出
た
と�

き
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
と
に
か
く
す
ご
く
短
く
感
じ�

た
五
日
間
で
し
た
。
月
曜
日
は�

初
め
て
で
緊
張
し
ま
し
た
。
火�

曜
日
、
水
曜
日
に
な
る
と
緊
張�

も
ほ
ぐ
れ
仕
事
に
も
慣
れ
て
き�

ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が
と
て�

も
集
中
し
て
出
来
ま
し
た
。
働�

い
た
あ
と
の
弁
当
は
と
て
も
お�

い
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て�

一
通
り
の
仕
事
を
終
え
る
と
も�

う
三
時
で
充
実
し
た
一
日
が
過�

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
今
思
い
返�

す
と
、
五
日
間
が
過
ぎ
た
の
は�

と
て
も
信
じ
が
た
い
で
す
。
本�

当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
終
っ
て�

し
ま
い
ま
し
た
。
け
ど
記
憶
を�

た
ど
る
と
仕
事
を
し
て
い
る
自�

分
が
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
仕�

事
を
し
て
い
た
か
っ
た
け
ど
、�

そ
う
は
い
か
な
い
の
が
少
し
残�

念
で
す
。
け
れ
ど
、
こ
の
一
週�

間
で
仕
事
の
難
し
さ
を
少
し
で�

も
わ
か
っ
た
つ
も
り
で
す
。
こ�

の
経
験
を
生
か
し
、
将
来
に
も�

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
思
い
出
の
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ�

た
、
ど
こ
を
探
し
て
も
私
だ
け�

し
か
持
っ
て
な
い
『
世
界
に
た�

っ
た
一
つ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
』を
作
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

が
出
来
る
ま
で
、
色
々
な
困
難

が
あ
り
ま
し
た
。
失
敗
し
て
落

ち
こ
ん
だ
日
も
、
何
も
か
も
が

大
切
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ト
ラ
イ
や
る
中
、
い
つ
も
よ�

り
短
く
感
じ
る
こ
の
時
が
「
ず�

っ
と
続
け
ば
い
い
の
に
な
。
」�

っ
て
思
い
ま
し
た
。
事
業
所
の�

方
は
と
て
も
や
さ
し
か
っ
た
し
、�

私
が
み
ん
な
よ
り
作
業
が
遅
れ�

て
い
る
と
「
急
が
な
く
て
も
い�

い
よ
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し�

た
。
お
か
げ
で
私
の
速
さ
で
歩�

け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
私
が�

失
敗
す
る
と
み
ん
な
が
助
け
て�

く
れ
ま
し
た
。
「
友
だ
ち
が
い�

て
よ
か
っ
た
！
」
っ
て
何
度
も�

思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の�

五
日
間
、
私
は
笑
っ
て
い
ら
れ�

ま
し
た
。
『
友
だ
ち
』
っ
て
の�

は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
て
、
素�

敵
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
、�

よ
か
っ
た
で
す
。�

　
何
も
か
も
が
、
大
切
な
思
い�

出
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
の�

重
さ
だ
け
感
動
で
き
ま
し
た
。�

こ
れ
以
上
の
楽
し
み
は
、
あ
り�

ま
せ
ん
で
し
た
！�

　
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を�

通
し
て
、
私
た
ち
は
仕
事
の
楽�

し
さ
と
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。�

　
私
は
由
良
保
育
所
へ
行
き
ま�

し
た
。
そ
こ
で
の
活
動
内
容
は
、�

子
供
た
ち
の
遊
び
相
手
を
す
る�

こ
と
で
し
た
。
そ
の
外
に
廊
下�

や
教
室
の
そ
う
じ
、
子
供
た
ち�

が
作
る
物
の
準
備
、
昼
食
の
手�

伝
い
な
ど
で
し
た
。
子
供
た
ち�

と
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
毎
日�

保
育
所
へ
行
く
の
が
楽
し
く
な�

り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
五
人
ぐ�

ら
い
の
子
に
本
を
読
ん
で
あ
げ�

て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
回�

り
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。�

次
々
に
「
読
ん
で
」
と
言
わ
れ

て
少
し
疲
れ
た
け
ど
、
み
ん
な

が
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
学
校
で

は
出
来
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

五
日
間
、
私
に
と
っ
て
か
な
り

充
実
し
た
体
験
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、

参
加
し
た
い
で
す
。
こ
の
経
験

を
通
し
て
、
将
来
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。�

　
六
月
十
二
日
。
私
は
胸
を
ワ�

ク
ワ
ク
さ
せ
な
が
ら
、
そ
し
て
、�

期
待
と
不
安
を
持
ち
な
が
ら
、�

陶
芸
家
、
中
山
玄
二
郎
先
生
宅�

に
足
を
踏
み
入
れ
た
。�

　
「
お
は
よ
う
」�

　
玄
二
郎
先
生
の
声
だ
っ
た
。�

私
に
と
っ
て
、
こ
の
一
声
は
、�

不
安
を
ふ
っ
飛
ば
す
、
と
て
も�

勇
気
が
わ
く
声
だ
っ
た
。�

　
毎
日
、
毎
日
、
私
は
と
て
も�

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
た
。�

何
を
し
て
い
て
も
楽
し
か
っ
た
。�

　
し
か
し
、
私
は
、
心
の
底
で�

一
つ
だ
け
、
ひ
っ
か
か
る
こ
と�

が
あ
っ
た
。�

　
そ
れ
は
、
出
会
い
が
あ
る
と�

別
れ
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。�

　
い
よ
い
よ
そ
の
日
が
来
て
し�

ま
っ
た
。
で
も
、私
は
、笑
顔
で
、

あ
い
さ
つ
を
し
、
部
屋
を
出
た
。�

　
数
日
後
、
私
に
は
ま
た
、
平�

凡
な
毎
日
が
始
ま
っ
た
。�

　
あ
の
日
々
の
こ
と
、
私
は
絶�

対
忘
れ
な
い
。�

中
川
原
中
学
校�

安
乎
中
学
校�

く
ろ
ひ
げ
理
容
店�

　
で
の
ト
ラ
イ
や
る�

橋
本
農
園
で
の�

　
　
　
ト
ラ
イ
や
る�

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」�

　
　
　
　
　を
終
え
て�

片
山
　
阿
佑
美
さ
ん�

於
田
　
寛
史
君�

森
花
　
文
香
さ
ん�

由
良
中
学
校�

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を�

　
　
　
　
通
し
て�

濱
野
　
智
未
さ
ん�

内
谷
　
有
里
さ
ん�

あ
の
日
々
の
思
い
出�

教
育
委
員
会
の
事
務
所
が�

移
転
し
て
い
ま
す�

市
教
育
委
員
会
の
事
務
所
が

七
月
三
十
一
日
か
ら
市
役
所

南
庁
舎
に
移
転
し
て
い
ま
す
。�

電
話
番
号
は
２
２
・
３
３
２

１
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

▽
本
年
度
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料�

▽
納
期
ご
と
の
保
険
料�

▽
保
険
料
の
納
め
方�

な
ど
で
す
。
詳
し
く
は
、
同
封

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

■
老
齢（
退
職
）年
金
の
受
給

額
が
、
年
額
十
八
万
円
以
上

の
人�

　
年
金
支
払
い
の
時
に
年
金
か

ら
介
護
保
険
料
分
が
差
し
引
か

れ
ま
す
（
特
別
徴
収
と
い
い
ま

す
）。�

　
本
年
度
の
納
期
は
、
十
月
、

十
二
月
、
二
月
で
す
。�

■
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受

給
額
が
、
年
額
十
八
万
円
未

満
の
人�

■
年
度
途
中
で
、
六
十
五
歳

に
な
っ
た
人
や
本
市
へ
転
入

し
た
人�

　
市
が
送
付
す
る
納
付
書
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
徴

収
と
い
い
ま
す
）。
　�

　
本
年
度
の
納
期
は
十
月
、
十

二
月
、
一
月
で
す
。�

������

　
忙
し
い
人
や
な
か
な
か
外
出

で
き
な
い
人
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。�

　
通
知
書
と
一
緒
に
送
付
し
て

い
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
金
融
機
関
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
市
役
所

税
務
課
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
局
を
ご
利
用
の
場

合
は
、
郵
便
局
に
自
動
払
込
利

用
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

　
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
は
、
要
介
護
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
千
人

を
超
え
る
人
が
認
定
を
受
け
、

四
月
か
ら
在
宅
や
施
設
で
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。�

　
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
用
具
の
貸
与
な
ど
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
に
は
充
分
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
寝
た
き
り
や
痴
呆
な

ど
で
常
に
介
護
を
要
す
る
状
態

や
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
人
は
、
介
護
福

祉
課
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
す
で
に
認
定
を
受
け

て
い
る
人
が
、
認
定
の
有
効
期

間
終
了
後
も
引
き
続
き
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
更
新

が
必
要
で
す
。
被
保
険
者
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
「
認
定
の
有

効
期
間
」
の
六
十
日
前
か
ら
申

請
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、介
護
福
祉
課（
健

康
福
祉
館
内
☎
２
２
・
９
３
３

３
）
へ
。�

保
険
料
の
納
め
方
は
年
金
の
受
給
額
に
よ�

り
異
な
り
ま
す�

普
通
徴
収
の
人
は�

口
座
振
替
を
ご
利�

用
く
だ
さ
い�

通
知
書
の
内
容
は�

介
護
サ
ー
ビ
ス
を�

受
け
る
場
合
は�

申
請
を�

　
介
護
保
険
料
の
徴
収
が
十
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の�

皆
さ
ん
に
、
保
険
料
と
納
め
方
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
「
納
入
通
知
書
（
介
護
保
険
料�

額
決
定
通
知
書
）
兼
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
八
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。�

�

《介　護　保　険》�
　高齢者の介護を�

国民みんなで支え�

る「介護保険」が�

今年４月からスタートしました。�

　介護保険では、４０歳以上のすべて

の人が被保険者となり、保険料を負担

します。６５歳以上の人は、９月まで

保険料を納めなくてもよいことになっ

ていましたが、１０月から本来の半額

に軽減した保険料を納付していただき

ます。�

《通知書についてのご注意》�

　通知は、６５歳以上の人、一人一人

　に送付しています（世帯ごとではあ

　りません）。�

　通知書に記入している金額は、来年

　９月まで実施される介護保険料軽減

　後の額です。�

▽
�

▽
�
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容器は水洗いを�
缶やびんなどを持ち込むときは、マナーを�

守っていただくようお願いします。�

▲容器は必ず水洗いしてください�

▲ラベルははずしてください�

▲キャップははずしてください�

拠点回収には、婦人会や町内会�
などの皆さんの協力をいただき�
ました。また、中川原公民館で�
は、地元の小学生や保健衛生委�
員さんらが環境などについて勉�
強会を行いました。�
�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域７ヵ店�

　
資
源
ご
み
以
外
の
ご
み

は
、
「
燃
え
る
ご
み
」
と

「
燃
え
な
い
ご
み
」
に
分

別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定

の
ご
み
袋
に
入
れ
て
「
決

め
ら
れ
た
曜
日
」
に
出
し�

て
く
だ
さ
い
。�

　
そ
の
際
、生
ご
み
は「
充

分
水
切
り
」
を
し
て
、
袋

の
口
を
「
し
っ
か
り
く
く

っ
て
」
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
危
険
物
や

処
理
困
難
物
は
絶
対
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
環

境
整
備
課
（
☎
２
２
・
３

３
２
１
）
へ
。�

ご
み
を
出
す
と
き
は
、�

マ
ナ
ー
を
守
っ
て�

　
市
内
の
ご
み
の
処
理
量
（
ご

み
焼
却
施
設
「
や
ま
な
み
苑
」

と
粗
大
ご
み
処
理
場
の
処
理
合

計
）
は
、
平
成
元
年
の
一
万
六�

千
八
百
五
十
七
　
を
ピ
ー
ク
に
、

六
年
に
は
一
万
五
千
五
百
九
十

四
　
と
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
再
び
増
え
始
め
、
十
一
年�

度
に
は
過
去
最
高
と
な
る
一
万

八
千
三
百
七
十
七
　
に
な
り
ま

し
た
。�

　
こ
う
し
た
中
、
資
源
ご
み
を

市
内
の
九
か
所
で
分
別
収
集
す

る
「
資
源
ご
み
拠
点
回
収
」
が
、

七
月
二
十
七
日
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。�

　
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す
る

の
は
、
▽
ア
ル
ミ
缶
▽
ス
チ
ー

ル
缶
▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
▽
茶
色

の
び
ん
▽
無
色
の
び
ん
▽
そ
の

他
の
び
ん
の
六
種
類
、
回
収
場

所
は
▽
中
央
公
民
館
▽
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー「
み
つ
あ
い
館
」

▽
物
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ

ン
タ
ー
▽
千
草
公
民
館
▽
加
茂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

▽
大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ

ン
タ
ー
▽
中
川
原
公
民
館
▽
安

乎
公
民
館
▽
由
良
支
所
の
市
内

九
か
所
。
回
収
日
は
毎
月
第
四

木
曜
日
で
す
。
た
だ
し
、
み
つ

あ
い
館
で
は
、
月
曜
日
と
祝
日

を
除
く
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。�

�

約
2
　
の
資
源
を
回
収�

�

　
拠
点
回
収
初
日
の
七
月
二
十

七
日
に
は
、
約
五
百
三
十
人
が�

資
源
ご
み
を
持
ち
込
み
、
回
収

さ
れ
た
総
重
量
は
二
千
二
百
三

十
六
　
　
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
資
源
ご
み
回
収
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

ト�　
ン�

グ
ラ�

ム�

キ�　
ロ�

中央公民館�

中川原公民館�

物部コミュニティ消防センター�

今月（8月）は24日が�

　　回収日です。�
（毎月第4木曜日）�



１０�

　
都
市
計
画
で
は
、
都
市
と
農�

林
漁
業
と
の
健
全
な
調
和
を
図�

る
た
め
、
次
の
こ
と
を
基
本
理�

念
と
し
て
い
ま
す
。�

一
　
健
康
で
文
化
的
な
都
市
生�

　
　
活
や
機
能
的
な
都
市
活
動

　
　
の
確
保
。�

二
　
適
正
な
制
限
に
よ
る
土
地�

　
　
の
合
理
的
な
利
用
。�

�����  

「
洲
本
都
市
計
画
区
域
」
と�

し
て
、
昭
和
三
十
三
年
に
市
の�

全
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現�

在
の
都
市
計
画
区
域
面
積
は
、�

市
の
面
積
と
同
じ
一
二
四
・
二�

四
平
方
　
　
で
す
。�

　
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序�

あ
る
整
備
の
た
め
に
、
土
地
利�

用
の
基
本
方
針
や
都
市
施
設

（
道
路
や
下
水
道
な
ど
）
の
配�

置
方
針
な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま�

す
。�

　
こ
の
う
ち
特
に
重
要
と
な
る�

の
が
「
用
途
地
域
」
と
「
都
市�

計
画
道
路
」
で
す
。�

��

　
用
途
地
域
と
は
、
都
市
活
動�

の
機
能
性
や
都
市
生
活
の
安
全�

性
、
利
便
性
、
快
適
性
な
ど
の�

増
進
を
図
る
た
め
に
、
土
地
利�

用
を
規
制
・
誘
導
す
る
制
度
の�

こ
と
で
す
。�

　
用
途
地
域
は
、
将
来
の
都
市�

像
を
実
現
す
る
た
め
の
合
理
的�

な
土
地
利
用
計
画
を
も
と
に
、�

現
在
の
土
地
利
用
状
況
を
勘
案�

し
て
指
定
し
ま
す
。�

　
本
市
で
は
、
内
町
・
外
町
の�

中
心
市
街
地
や
そ
の
周
辺
、
流�

通
業
務
や
工
業
な
ど
が
集
積
し�

て
い
る
国
道
二
十
八
号
沿
道
地�

域
な
ど
、
七
三
九
　
の
区
域
で�

九
種
類
の
用
途
地
域
を
指
定
し�

て
い
ま
す
（
昭
和
四
十
八
年
に�

当
初
指
定
し
て
、
そ
の
後
、
都�

市
化
の
進
展
に
伴
い
平
成
元
年
、

七
年
に
定
例
見
直
し
、
九
年
に�

一
部
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
）。�

　
今
年
度
は
用
途
地
域
の
定
例�

見
直
し
の
時
期
に
あ
た
り
、
見�

直
し
の
基
本
方
針
を
策
定
し
て�

見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

��

　
都
市
計
画
道
路
は
、
交
通
処�

理
、
都
市
の
骨
格
形
成
、
環
境�

空
間
形
成
、
防
災
機
能
を
強
化�

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
施
設
と�

し
て
、
都
道
府
県
や
市
町
村
が�

計
画
決
定
す
る
道
路
の
こ
と
で�

す
。�

　
都
市
計
画
道
路
が
決
定
さ
れ�

た
区
域
内
で
は
将
来
の
事
業
が�

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
一
定�

の
建
築
規
制
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
度
の
都
市
計
画
法
改
正�

で
、
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て�

新
た
に
車
線
数
の
表
示
が
加
え�

ら
れ
ま
し
た
。�

　
本
市
で
は
、
神
戸
淡
路
鳴
門�

自
動
車
道
に
連
絡
す
る
国
道
線�

（
国
道
二
十
八
号
バ
イ
パ
ス
）�

や
、
み
な
と
一
号
線
、
い
わ
た�

通
り
線
な
ど
二
十
三
路
線
の
都�

市
計
画
道
路
が
あ
り
ま
す
。
こ�

れ
ら
の
道
路
に
つ
い
て
、
車
線�

数
を
定
め
る
た
め
の
作
業
を
行�

っ
て
い
ま
す
。�

�

　
用
途
地
域
と
都
市
計
画
道
路�

の
変
更
案
に
つ
い
て
は
、
決
ま

り
次
第
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
計�

画
課
計
画
係
（
☎
２
２
・
３
３�

２
１
内
線
２
３
５
・
２
３
６
）�

へ
。�

　
地
方
分
権
の
推
進
や
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
本
市
の
街
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
都
市
計
画
は
、
市
が
よ
り
主
体
性
を
も
っ
て
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

　
昨
年
に
策
定
さ
れ
た
市
総
合
基
本
計
画
“洲
本
市
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
２

０
１
０
”
で
は
、
将
来
の
都
市
像
を
「
大
阪
湾
に
輝
く
交
流
都
市
洲
本
」
と
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、
新
し
い
都
市
計
画
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

都
市
計
画
の�

　
基
本
理
念�

�

都
市
計
画
の�

　
基
本
理
念�

�

都
市
計
画
の
目
的�

�

都
市
計
画
の
目
的�

�

都
市
計
画
区
域�

�

都
市
計
画
区
域�

�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

ヘ
ク�

タ
ー
ル�

都市計画道路・いわた通り線�

用
途
地
域�

�

都
市
計
画
道
路�

�



１１�

「都市計画」についてお知らせします�
�

準住居地域（納）�

工業地域（上内膳）� 商業地域（小路谷）�

第一種低層住居専用地域（津田）�第一種中高層住居専用地域（物部）�

近隣商業地域（栄町）�

洲本市で指定している９種類の用途地域�
用途地域の名称　　　　　　説　　　　　　明�用途地域の名称　　　　　　説　　　　　　明�

第一種低層住居�
専用地域�

第一種中高層住居�
専用地域�

第二種中高層住居�
専用地域�

第一種住居地域�

準住居地域�

近隣商業地域�
近隣の住宅地の住民に対する日用品の�
供給を行うことを主たる内容とする商�
業その他の業務の利便を増進する地域�

主として商業その他の業務の利便を�
増進する地域�

主として環境の悪化をもたらすおそ�
れのない工業の利便を増進する地域�

主として工業の利便を増進する地域�

商業地域�

準工業地域�

工業地域�

低層住宅にかかる良好な住居の環境�
を保護する地域�

中高層住宅にかかる良好な住居の環�
境を保護する地域�

主として中高層住宅にかかる良好な�
住居の環境を保護する地域�

住居の環境を保護する地域�

道路の沿道としての地域の特性にふ�
さわしい業務の利便の増進を図りつ�
つ、これと調和した住居の環境を保�
護する地域�

住
　
居
　
系�

商
　
業
　
系�

工
　
業
　
系�



１２�

「洲本市の日」で阿波踊りを披露�

認定農業者連絡協議会が発足しました�
レンガ工場がガラス製品�

陀仏川歩道橋が完成�

2000年ハスが開花�

洲本バイパス連絡協議会に感謝状�

　淡路花博「ジャパンフローラ２０００」のふれあいステージで７月�

１６日、「洲本市の日」が開催され、阿波踊りの披露や名産品の物産�

展が行われました。また、「奇跡の星の植物館」で人と自然との共存�

などをテーマに毎月公演されている、子どもミュージカルに市内から３人の児�

童が出演、淡路を訪れた皆さんにメッセージを伝えようとがんばっています。�

　認定農業者の皆さんでつくる「認定農業者連絡�

協議会」の発足総会が７月２５日、「御食国」で�

行われ、会長に成瀬勝明さんが選ばれました。�

今後、経営改善や会員の連携を深めるため、情報�

交換や先進地視察などを行う予定です。 

　旧カネボウのレンガ造りの建物を、�

ガラスや陶芸などの製造、販売一体型�

の職人工房「洲本アルチザンスクエア�

（仮称）」として再生させる中心市街�

地都市型産業基盤施設整備事業がこの�

度、通産省の外郭団体「地域振興整備�

公団」から採択を受けました（アルチ�

ザンスクエアについては、６月号で既�

報。写真は、地域公団・工藤総裁から�

採択書を受ける中川市長。）�

　ウォーキングトレイル事業の一つとし�
て整備をしていた洲本川左岸の陀仏川歩�
道橋が完成、８月１日から使用を始めま�
した。ウォーキングトレイル事業は、市�
内の公園や観光スポットなどを散策路と�
して結ぶもので、市民の皆さんに多く利�
用されることを願っています。�

　淡路文化史料�

館前の洲本城跡�

の掘で、２０００年ハ�

スが開花、可憐な花�

を披露してくれまし�

た。２０００年ハス�

は古代の遺跡から発�

掘された種から発芽�

したもので、１５年�

前に「三熊山の自然�

と史跡を愛する会」�

の皆さんが史料館の�

池で植えたものが昨年一輪開花、より多くの花を咲�

かせようと城跡の堀に植えていたもの。        �

　また、７月７日、愛鱗会洲本分会の皆さんが、訪�

れる人に楽しんでもらおうと洲本城跡の堀に錦鯉３３�

匹を放流してくれました。�

　建設省が行う事業に功績のあった個人や�
団体を表彰する国土建設週間表彰式が、７�
月１３日大阪市内で開催され、国道２８号�
洲本バイパス連絡協議会が、近畿地方建設�
局長から感謝状を受賞しました。同連絡協�
議会は、洲本バイパス沿線の住民や地権者�
の皆さんが会員で、長年にわたる洲本バイ�
パス事業の取り組みが評価されたもの（写�
真は感謝状を受ける細川長久会長）。�

などの製造販売所に�

写真�ニュース�



１３�

ハマボウ観賞会に300人�

青年漁師と若い女性が交流� ウクレレ演奏で国際交流�
暑さをふっ飛ばす夏越し祭り�

千草分団が淡路大会で優勝�

白砂青松を大切に�

夏の夜をライトアップ�
�

　「ハマボウ観賞会」（成ヶ島を美しくする会主催）が７月２０�

日、成ヶ島で行われました。参加した家族連れら約３００人は�

ハマボウの花を楽しみながら、周辺のごみを集めるなど環境美�

化にも取り組みました。ハマボウは、ハイビスカスのような鮮�

やかな黄色い花をつけるアオイ科の落葉低木で絶滅の危機があ�

る希少植物となっています。�

　淡路文化史料館では、夏季企画展・淡路島の自然シリーズ�

「淡路島の野鳥」を１０月９日まで開催しています。開館時�

間は、午前９時～午後５時までで、期間中の月曜日と９月１９�

日、２６日は休館です。　�

　詳しくは、同史料館（　２４・３３３１）へ。�

　島内で漁業に従事する若者たちと女�

性が交流を深める「淡路・海のフェス�

タ２０００」が７月２９日、炬口海水�

浴場で行われました。島内外から訪れ�

た女性と青年漁師がマリンスポーツや�

バーベキューなどで交流を深めました。�

　アメリカ・ハワイ州ヒロ市（ハワイ島）の�

中学生らが、このほど市役所を訪れウクレレ�

演奏などを披露してくれました。訪れたのは、�

淡路花博のイベントに出演するために来日し�

たワイアケア中学校の生徒ら２０人で、本市�

とは市国際交流協会の仲介で市内の高校生が�

ヒロ市でホームステイするなど、姉妹提携を�

視野にいれた交流をしています。�

　豊漁や海上安全を祈る由良・湊神社�

の夏越し祭りが７月３１日、盛大に行�

われました。御輿を担ぐのは、数え年�

４１歳の前厄を迎えた白装束の男衆で、�

御輿が通ると勢いよくホースやバケツ�

で水がかけられました。�

　淡路地区消防操法大会が７月２３日、津名�

町で行われ、小型ポンプの部で千草分団（写�

真）が優勝、自動車ポンプの部で大野分団が�

準優勝となりました。優勝した千草分団は８�

月２７日に行われる県大会に出場します。�

　「ふるさとの松を守る会」（瀧川�

福市・会長）が、このたび全国森林�

病虫獣害防除協会から奨励賞を受賞�

しました。大浜公園の松を守るため�

の宣伝活動や松くい虫防除活動など�

が評価されたもの。�

　洲本の街をライトアップする「光の街�

・洲本　サマー・イルミネーション」が�

７月２３日から始まりました（８月２０�

日まで）。洲本商工会議所青年部などで�

作る「光の街・洲本推進協議会」の主催�

で、旧カネボウ正門から市民広場まで約�

２００　にわたり、生け垣や街路樹が赤�

や緑など４色の約１５，０００個の電球で�

飾られました。�

▼
�

淡路島の野鳥をご覧ください�

メー�
トル�



１４�

性
　
　
　
病�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

土倉産婦人科�
土倉　惇 医師�

�
　
近
年
、
性
風
俗
の
変
化
、
性�

行
為
の
多
様
化
ま
た
低
年
齢
化

に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
の
性
病
、�

梅
毒
、
淋
病
、
軟
性
下
疳
、
鼠�

径
リ
ン
パ
肉
芽
腫
、
以
外
に
も�

新
し
く
性
病
と
な
る
疾
患
が
増�

え
て
き
ま
し
た
。�

　
性
行
為
と
は
、
異
性
間
、
同�

性
間
を
問
わ
ず
、
性
器
と
性
器
、

性
器
と
口
、
性
器
と
肛
門
な
ど�

の
接
触
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
行�

為
に
よ
っ
て
生
じ
る
疾
患
を
す�

べ
て
性
病
と
い
い
ま
す
。
従
っ�

て
今
ま
で
の
四
つ
の
性
病
以
外�

に
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
、
尖
圭
コ�

ン
ジ
ロ
ー
ム
、
Ａ
型
Ｂ
型
ウ
ィ�

ル
ス
肝
炎
、
エ
イ
ズ
、
非
淋
菌�

性
尿
道
炎
、
子
宮
頚
管
炎
、
毛�

虱
症
な
ど
従
来
の
性
病
の
枠
を�

さ
ら
に
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま�

す
。
特
に
最
近
、
患
者
を
診
て�

い
て
感
じ
る
こ
と
で
す
が
ウ
ィ�

ル
ス
性
疾
患
で
あ
る
性
器
ヘ
ル�

ペ
ス
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
が�

急
増
し
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ル
ス�

性
疾
患
に
は
抗
生
物
質
は
有
効�

で
は
な
く
治
癒
さ
せ
る
の
は
容�

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
性
病
は�

ど
れ
を
と
っ
て
も
不
愉
快
な
も�

の
で
す
が
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
は�

外
陰
部
（
特
に
小
陰
唇
）
全
体�

が
潰
瘍
と
な
り
排
尿
、
歩
行
困�

難
加
え
て
強
烈
な
疼
痛
を
伴
い
、

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
は
膣
口
、�

小
陰
唇
に
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
イ
ボ�

状
の
腫
瘍
が
無
数
に
生
じ
見
て�

気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
は
あ
り�

ま
せ
ん
。�

　
抗
生
物
質
の
出
現
に
よ
り
多�

く
の
性
病
が
容
易
に
治
癒
す
る�

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ�

と
が
か
え
っ
て
、
社
会
的
に
性�

病
に
対
す
る
恐
怖
心
の
喪
失
、�

性
の
自
由
化
、
ウ
ィ
ル
ス
性
感�

染
に
対
す
る
治
療
薬
の
欠
如
な�

ど
が
原
因
と
な
り
、
性
病
が
急�

速
に
広
が
る
こ
と
と
な
り
ま
し�

た
。
性
の
自
由
化
と
い
っ
て
も�

日
本
で
は
、
女
子
の
性
の
開
放�

は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
あ�

り
ま
せ
ん
が
、
種
々
の
統
計
か�

ら
見
て
や
が
て
ア
メ
リ
カ
並
み�

に
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ�

ん
。
性
病
に
対
し
て
よ
り
真
剣�

な
取
組
み
が
必
要
で
す
。�

　
性
行
為
の
と
き
は
、
充
分
な�

注
意
を
持
ち
、
危
な
い
と
思
っ

た
ら
必
ず
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。�

　
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人�

が
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に�

は
、
介
護
用
具
が
必
要
と
な
り�

ま
す
。
今
年
四
月
か
ら
始
ま
っ�

た
介
護
保
険
で
は
、
介
護
用
具�

の
貸
与
や
購
入
費
の
支
給
な
ど�

が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、�

車
い
す
や
床
ず
れ
予
防
用
品
な�

ど
介
護
用
具
を
紹
介
す
る
「
バ�

リ
ア
フ
リ
ー
フ
ェ
ア
」
や
「
家

庭
介
護
体
験
講
座
」
を
行
い
ま

す
。�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
フ
ェ
ア�

■
と
　
き
　
九
月
十
日
（日）
、
午     

　
前
十
一
時
〜
午
後
四
時�

■
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館�

■
内
　
容
　
介
護
用
具
の
展
示�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
セ
ミ
ナ
ー�

■
と
　
き
　
九
月
十
日
（日）�
、
午

　
後
一
時
半
〜
三
時
半�

■
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
会
館�

■
内
　
容
　
▽
福
祉
用
具
の
上�

　
手
な
使
い
方
　
▽
講
師
　
東

　
神
戸
病
院
　
作
業
療
法
士
・

　
樋
口
雄
一
氏�

■
定
　
員
　
三
十
人
（
申
し
込�

　
み
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締�

　
め
切
り
ま
す
）�

家
庭
介
護
体
験
講
座�

■
と
　
き
　
九
月
二
十
六
日
（火）
、

　
午
後
一
時
半
〜
三
時
半�

■
と
こ
ろ
　
由
良
総
合
福
祉
セ�

　
ン
タ
ー�

■
内
　
容
　
▽
心
肺
蘇
生
法
の�

　
方
法
　
▽
講
師
　
淡
路
広
域�

　
消
防
事
務
組
合
救
急
隊
員�

■
定
　
員
　
二
十
人
（
申
し
込

　
み
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
）�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
社
会
福�

祉
協
議
会
（
☎
２
６
・
０
０
２�

２
）
へ
。�

　
兵
庫
県
で
は
、
ゆ
と
り
と
う�

る
お
い
に
満
ち
た
「
さ
わ
や
か�

な
県
土
づ
く
り
」
を
推
進
す
る�

た
め
「
ひ
ょ
う
ご
花
と
緑
の
コ�

ン
ク
ー
ル
」
作
品
の
募
集
を
行�

い
ま
す
。
応
募
期
間
は
九
月
二�

十
九
日
（金）
ま
で
で
す
。�

▼
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、�

兵
庫
県
県
民
生
活
部
環
境
局
環�

境
政
策
課
（
☎
０
７
８
・
３
４�

１
・
７
７
１
１
）
か
市
役
所
企�

画
部
企
画
課
（
☎
２
２
・
３
３�

２
１
）
へ
。�

「
ひ
ょ
う
ご
花
と
緑
の�

　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
」�

作
品
募
集

�

げ

か
ん�

そ�

け
い�

に
く

げ

し
ゅ�

せ
ん
け
い�

け�

じ
ら
み�



１５�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

　
九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」、�

九
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
は�

「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
応�

急
手
当
の
こ
と
で
知
り
た
い
こ�

と
が
あ
れ
ば
、
淡
路
広
域
消
防�

事
務
組
合
消
防
本
部
や
最
寄
り�

の
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

■
救
急
車
の
正
し
い
呼
び
方�

▽
電
話
は
、
局
番
な
し
の
「
１�

１
９
」
で
す
。
携
帯
電
話
で
も�

「
１
１
９
」
で
つ
な
が
り
ま
す
。�

▽
最
初
に
、
場
所
を
言
っ
て
く�

だ
さ
い
。
住
所
と
目
標
物
を
知�

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。�

▽
次
に
、
病
人
や
け
が
人
の
状�

態
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、�

既
往
症
や
現
在
治
療
を
受
け
て�

い
る
病
名
が
分
か
れ
ば
言
っ
て�

く
だ
さ
い
。�

▽
か
か
り
付
け
の
医
者
や
ホ
ー�

ム
ド
ク
タ
ー
が
あ
れ
ば
言
っ
て�

く
だ
さ
い
。�

▽
最
後
に
電
話
番
号
、
救
急
車�

の
案
内
が
で
き
る
か
ど
う
か
言�

っ
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
広
域
消
防�

事
務
組
合
消
防
本
部
（
☎
２
４�

・
０
１
１
９
）
へ
。�

■
と
　
き
　
八
月
二
十
四
日 

（木）
、�

　
午
後
一
時
〜
四
時�

■
と
こ
ろ
　
▽
リ
ベ
ラ
ル
物
部�

　
店
　
▽
由
良
支
所
前�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
電
気
工�

業
組
合
淡
路
支
部
（
☎
２
２
・�

０
５
６
６
）
へ
。�

9
月
9
日
は�

　
「
救
急
の
日
」�

電
気
設
備
無
料
相
談�

自

衛

官

募

集

�

税
の
作
文
募
集�

ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ�

（
オ
ク
ラ
ソ
ー
ス
）�

�

◆材料（４人分）�
厚あげ　　　　４枚�

ちりめんじゃこ　大さじ３�

オクラ　　　　５本�

だし　　　大さじ２�

濃口しょうゆ　大さじ�

トマト　　　　１個�

�
◆材料（４人分）�
白身魚の薄切り　　１００�

（鯛、はげ、さわらなど）�

酒　　　　　　大さじ１�

塩　　　　　　　　少々�

スープ　　　カップ３�

梅干し　　　　２～３個�

薄口しょうゆ　　　少々�

レタス　　　　　　　個�

白
身
魚
と
レ
タ
ス
の
ス
ー
プ�

２２１�

８３�

ツクツクボウシの雄�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

２�
１�

２�
１�

２�
１�

グラ�
ム�

栄養士 川 口 睦 子�

■
種
　
　
目
　
▽
防
衛
大
学
校�

　
（
推
薦
・
一
般
）
　
▽
防
衛�

　
医
科
大
学
校
　
▽
看
護
学
生�

■
受
付
期
間
　
九
月
十
四
日
（木）�

　
〜
十
月
十
三
日
（金）
（
防
衛
大�

　
学
校
推
薦
は
、
九
月
五
日
〜�

　
八
日
）�

▼
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、�

自
衛
隊
淡
路
募
集
事
務
所
（
☎�

２
４
・
２
４
４
９
）
か
市
役
所�

総
務
課（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）�

へ
。�

　
洲
本
税
務
署
で
は
、
税
に
関�

す
る
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

応
募
対
象
者
は
高
校
生
で
、
締�

め
切
り
は
九
月
七
日
（木）
ま
で
で�

す
。�

▼
詳
し
く
は
、洲
本
税
務
署（
☎

２
４
・
１
２
１
２
）
へ
。�

厚
あ
げ
ス
テ
ー
キ�

■
作
り
方�

①
厚
あ
げ
は
二
つ
に
切
り
、
フ�

　
ラ
イ
パ
ン
で
油
を
ひ
か
ず
に
、�

　
こ
ん
が
り
焼
く
。�

②
オ
ク
ラ
は
、
塩
少
々
で
も
み
、�

　
薄
く
切
る
。�

③
油
少
々
で
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ�

　
こ
を
炒
め
、
Ａ
を
加
え
、
厚

　
あ
げ
に
か
け
る
。�

■
作
り
方�

①
魚
は
Ａ
で
下
味
を
つ
け
る
。�

②
レ
タ
ス
は
大
き
く
切
る
。�

③
梅
干
し
は
大
き
く
ほ
ぐ
し
、�

　
Ｂ
を
熱
し
、
魚
と
レ
タ
ス
を�

　
加
え
、
さ
っ
と
煮
る
。�

　
淡
路
島
に
は
九
種
類
の
セ
ミ�

が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の�

中
で
一
番
遅
く
現
わ
れ
る
の
が�

ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
で
す
。
普
通�

の
年
で
は
八
月
十
日
ご
ろ
か
ら�

鳴
き
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ�

の
セ
ミ
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
、�

秋
が
近
づ
い
た
こ
と
を
感
じ
さ�

せ
ら
れ
ま
す
。�

　
セ
ミ
類
の
多
く
は
、
枯
れ
枝�

に
卵
を
生
み
つ
け
ま
す
。
ヒ
グ�

ラ
シ
な
ど
は
産
卵
さ
れ
た
年
の�

夏
の
終
り
ご
ろ
か
ら
秋
に
か
け�

て
ふ
化
す
る
の
で
す
が
、
ツ
ク�

ツ
ク
ボ
ウ
シ
な
ど
の
卵
は
翌
年�

の
梅
雨
期
に
な
っ
て
か
ら
ふ
化�

し
ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
は
空�

中
を
落
下
し
、
土
中
へ
も
ぐ
っ�

て
針
の
よ
う
な
口
で
木
の
根
の�

汁
を
吸
っ
て
成
長
し
ま
す
。�

　
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
は
、
北
海�

道
か
ら
屋
久
島
ま
で
分
布
し
て�

い
る
普
通
種
で
、
淡
路
島
で
も�

各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。�

Ａ�

Ａ�

Ｂ�



１６�

　
市
役
所
下
水
道
課
で
は
、
洲

本
市
下
水
道
促
進
週
間
中
、
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
施
設
見
学

会
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。�

■
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

▽
と
　
き
　
九
月
八
日
（金）
、
午�

　
前
十
一
時
〜
午
後
三
時�

▽
と
こ
ろ
　
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本�

　
店
前
広
場�

▽
内
　
容
　
啓
発
用
パ
ン
フ
レ�

　
ッ
ト
や
花
の
苗
、
風
船
の
配�

　
布
、
排
水
設
備
工
事
に
つ
い�

　
て
の
相
談
会
な
ど�

■
施
設
見
学
会�

　
下
水
処
理
施
設
「
す
い
せ
ん�

苑
」
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。�

見
学
希
望
の
人
は
、
事
前
に
下�

水
道
課（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）�

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
県
で
は
、

”こ
こ
ろ
豊
か
な�

兵
庫
“
を
目
指
し
て
、
県
民
の�

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を�

い
た
だ
き
な
が
ら
県
政
を
進
め�

て
い
ま
す
。�

　
淡
路
県
民
局
で
は
、
県
の
幹�

部
職
員
と
県
民
の
皆
さ
ん
が
対�

話
す
る
「
あ
わ
じ
一
日
県
庁
」�

を
開
催
し
ま
す
。
対
話
の
内
容�

は
県
政
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ�

ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
結�

構
で
す
。�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、�

淡
路
県
民
局
企
画
調
整
・
防
災

担
当
（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）

へ
。�

情報広場� Information  Plaza

わが家の　ホ ー プ�

西 森 泉 季 ちゃん�

（平成11年1月29日生まれ）�

（上加茂）�

元気で、すなおな子に育ってね。�

わが家の　ホ ー プ�

み　ず　き�

情報広場� Information  Plaza情報広場� Information  Plaza

　市では、高齢者の皆さんが、介護が必要な状態にならないように、また、住み慣れた地域社会の�

なかで、引き続き自立した生活ができるよう、次のような予防・支援事業を行っています。�

新世紀  夢あるくらしに下水道�
9月10日は「全国下水道促進デー」�
9月4日～10日は「洲本市下水道促進週間」です�

「
あ
わ
じ
一
日
県
庁
」�

介護予防・生活支援事業を実施しています�
�

介護予防・生活支援事業を実施しています�
�

サ ー ビ ス 名 � 対　　　象　　　者� 自己負担金�内　　　　　　　　容�

軽度生活援助事業�

�

�

�
いきがい対応型デ�

イサービス事業�

�

�
緊急通報システム�

貸与事業�

�

�

生活管理指導事業�

�

　このほか、訪問理美容サービス・外出支援サービス・寝具類洗濯乾燥消毒サービスについても、本年度中に実施できる�

よう、現在、関係機関と調整中です。実施が決まり次第、お知らせします。�

　詳しくは、介護福祉課（健康福祉館内　☎２２・９３３３）へお問い合わせ下さい。�

６５歳以上のひとり暮らしの人、�

または高齢者のみの世帯で、日常�

生活上の援助が必要な人�

�

６５歳以上で、要介護認定非該当�

であって日常生活に支援が必要な�

人�

�

６５歳以上の虚弱な人で、ひとり�

暮らしの人�

�

�
６５歳以上で、要介護認定におい�

て非該当と判定された人�

買物、家の周りの手入れ、掃除、�

洗濯などのサービス提供�

（週２回まで）�

�
食事、送迎、健康チェック等の日�

常生活に必要な動作訓練などのサ�

ービス提供�

（週１回まで）�

急病などの緊急時に、緊急通報セ�

ンターなどに通報できる機器を貸�

与�

養護老人ホームなどの空き部屋を�

活用して、生活習慣指導や体調調�

整などを行う�

（６か月に１回７日まで）�

１時間まで�

　　１５０円�

　２時間まで�

　　３００円�

１日３００円�

　　＋�

送迎３００円�

食事５００円�

�

無　料�

�

�
１日当たり�

　　４００円�

食材料費実費�

●英会話スクール参加者募集�洲本市国際交流協会では、英会話スクールを開催します。市民皆さんの参加を歓迎いたします。�

▼
�

　申し込みなど詳しくは、同協会事務局（市役所企画課内☎２２・３３２１）へ。�

参

加

者

募

集

�

▼
�

母：孔 香 さん�
よ し か �



１７�

�

　
ケ
ー
ブ
ル
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
電�

話
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
と
無�

料
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
、
Ｃ�

Ａ
Ｔ
Ｖ
専
用
の
公
衆
電
話
を
市�

内
各
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。�

七
月
末
現
在
、
設
置
さ
れ
て
い�

る
の
は
次
の
二
十
一
か
所
で
す
。�

市
で
は
今
後
、
公
共
機
関
な
ど�

を
中
心
に
、
五
十
か
所
程
度
に�

設
置
す
る
予
定
で
す
。�

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
専
用
公

衆
電
話
設
置
場
所�

　
▽
市
役
所
本
庁
舎
　
▽

健
康
福
祉
館
　
▽
市
役
所

由
良
支
所
　
▽
市
民
会
館

▽
洲
本
中
央
公
民
館
　
▽

由
良
公
民
館
　
▽
中
川
原

公
民
館
　
▽
安
乎
公
民
館�

▽
加
茂
公
民
館
　
▽
大
野
公
民�

館
　
▽
千
草
公
民
館
　
▽
市
立�

図
書
館
　
▽
市
情
報
交
流
セ
ン�

タ
ー
　
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン�

タ
ー
う
し
お
　
▽
総
合
福
祉
会�

館
　
▽
由
良
総
合
福
祉
セ
ン
タ�

ー
　
▽
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー�

▽
市
民
球
場
　
▽
洲
本
バ
ス
セ�

ン
タ
ー
　
▽
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ�

ン
タ
ー
み
つ
あ
い
館
　
▽
エ
ト

ワ
ー
ル
生
石�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
宅
内
工�

事
費
の
単
価
が
九
月
か
ら
値
上�

が
り
し
ま
す
。
新
単
価
は
九
月�

一
日
以
降
に
施
工
さ
れ
た
工
事�

か
ら
適
用
し
ま
す
。
ま
た
今
後
、�

市
内
に
家
を
新
築
さ
れ
る
場
合
、�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
配
線
に
つ
い
て
は�

市
指
定
の
ケ
ー
ブ
ル
線
を
使
用�

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
品
以
外�

の
ケ
ー
ブ
ル
線
を
使
用
の
場
合�

は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
加
入
で
き
な�

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご�

注
意
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
島
テ
レ
ビ�

ジ
ョ
ン（
☎
２
５
・
２
５
２
５
）�

へ
。�

■と　き　９月１５日（祝日）、�

　　　　　午前８時～午後１時�

　　　（小雨決行、荒天の場合は１６日（土）に順延）�

■ところ　城戸アグリ公園�

■内　容　　畜産共進会（乳牛・和牛）　淡路ビー�

　　　　　フの焼き肉コーナー　　野菜・くだもの�

　　　　　などの青空市　　福引きコーナー　　ふ�

　　　　　れあいコーナーなど�

　詳しくは、市役所農政課（☎２２・３３２１）へ。�

　夕方や夜間は、歩行者や自転車からは車やバイク�

は見えますが、反対に車やバイクから歩行者や自転�

車は見えにくい状況にあります。�

■夜間、外出するときは、�

　　黒っぽい服装は避け、目立つ明るい服装を心が�

　け、靴やかばんなどに反射材用品をつけましょう。�

　　道路を横断する時は、照明のある明るい場所を�

　選び、左右の確認をしましょう。�

■夜間、車を運転するときは、�

　　対向車のライトで目が眩んだときは、減速、徐�

　行、停車して安全を図りましょう。�

　　やむを得ず夜間や荒天時に運転する時は、昼間�

　より速度を落として、慎重に運転しましょう。�

■市 ・ 県 民 税　　第2期�

■国民健康保険税　　第2期�

■納　　　　　期　　8月31日（木）�

■納税は、便利な口座振替をご利用ください。�

●洲本郵便局のサービスが�
　変わりました�

洲本郵便局では、これまで「貯金」と「保険」について、外務職員２人がお客様の自宅をお伺い�
していましたが、８月１日から１人の職員が、両方の取扱いをしています。また、当局の窓口で�
もひとつの窓口で取扱いをしています。� 詳しくは、洲本郵便局（☎２２・０５９０）へ。�▼

�

ＣＡＴＶ電話の�
　公衆電話を設置しています�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
宅
内
工
事
費
が�

9
月
か
ら
値
上
が
り
し
ま
す�

平成12年度洲本市農業祭�
�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

危険があなたのそばに潜んでいる�

夜間の交通事故にご注意�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

洲 本 市 総 務 部 税 務 課 �

個人事業税第1期分の納付期限は�

8月31日（木）です�

納税は便利、安全、�

　　　　確実な口座振替で�

� 兵庫県洲本財務事務所� ����
����
QQQQ
QQQQ
¢¢¢¢
¢¢¢¢9月は障害者雇用促進月間です�

兵庫労働局・兵庫県・ハローワーク・（社）兵庫県障害者雇用促進協会�

　障害者雇用義務は、法律により決められています。�

事業主の皆さんには、一人でも多くの障害者雇用に�

ご協力とご理解をお願いします。�

今月の納税�

くら�

お気軽に利用ください（図書館で）�

どんどん設置していきます�
　　　　（由良総合福祉センターで）�



１８�
会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�

　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎ 24・4830　青雲中学校前）へ。�▼

問い合わせ先�

洲本市健康福祉部健康課�
　 ☎ 2 2 ・ 3 3 3 7

検診を受けて「がん」を征圧しよう！�
�

　
洲
本
市
休
日
等
応
急
診
療
所�

（
健
康
福
祉
館
内
）
で
は
、
日�

曜
日
や
祝
日
な
ど
の
診
療
日
に�

加
え
て
、
四
月
一
日
か
ら
土
曜�

日
の
午
後
も
診
療
し
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
六
月
一
日
か
ら
診�

療
日
を
拡
大
し
、
医
療
機
関
が�

休
み
と
な
る
こ
と
が
多
い
木
曜�

日
午
後
の
診
療
を
始
め
て
い
ま�

す
。
Ｘ
線
撮
影
装
置
な
ど
設
備�

も
充
実
し
、
応
急
的
治
療
体
制�

を
整
え
て
い
ま
す
。�

診
療
日
が
さ
ら
に
拡
大�

木
曜
日
・
午
後
も
診
療�

休日等応急診療所の診察時間�

■☎２４・６３４０�

診　　療　　日� 診　療　時　間�
日曜日・祝日�

８月１５日�

１２月３１日～１月３日�

木曜日�

土曜日�

午前９時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

午後１時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

△
△
△
△
△
�

献
血
日
程

�

休
日
等�

応
急
診
療
所�

休
日
等�

応
急
診
療
所�

◆
八
月
二
十
日
（日）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
一
時�

　
大
野
公
民
館�

▽
午
後
二
時
半
〜
三
時
半�

　
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店�

◆
八
月
二
十
二
日
（火）�

▽
午
後
四
時
二
十
分
〜
四
時
五�

　
十
分�

　
兵
庫
日
産
モ
ー
タ
ー
淡
路
営�

　
業
所�

◆
九
月
四
日
（月）�

▽
午
後
四
時
二
十
分
〜
四
時
五�

　
十
分�

　
日
産
サ
テ
ィ
オ
兵
庫
淡
路
店�

◆
九
月
七
日
（木）�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半

　
三
洋
電
機
ソ
フ
ト
エ
ナ
ジ
ー�

　
カ
ン
パ
ニ
ー�

健康福祉館だより　⑥�
�

　子宮がん、乳がん検診を次の日程で行います。がんの初期は、自覚症状がほとんど無く、�
気付いた時には病気が進行しているケースも多くあります。�
ぜひこの機会に受診してください。�

　受診される人は、検診時間内に医院へお越しくだ�

さい。�

◆子宮がん検診�

実　施　日　　医　院　名　　　　住所・電話�

�
9月12日（火）

　　13日（水）

9月19日（火）

　 20日（水）

森　　医　　院�

協同産婦人科�

高田産婦人科医院�

土倉産婦人科  

9月21日（木）

　 22日（金）

9月26日（火）

　 27日（水）

下加茂一丁目1-36

☎２４・０３０３

本町三丁目1-27

☎２３・１５０３

宇山三丁目1-21

☎２２・５５４０

下加茂一丁目1-37

☎２４・３６６０

対 象 者　３０歳以上の人�

検診費用　１，２００円（７０歳以上の人は無料）�

受診時間　各医院とも、午後１時３０分～２時３０分�

検診当日の着衣は、スカートでお願いします。�

◆乳がん検診�

 医院名          住　　　所　　　受診時間　　備考�

今井クリニック�

木曽医院�

木村医院�

土倉産婦人科�

仁寿堂医院 �

（外科）�

下加茂一丁目1-88

☎23・２０１９

宇山二丁目1-2

☎24・３２００

　大野１３３５

☎23・００９９

下加茂一丁目1-37

☎24・３６６０

宇原194-1

☎22・０８８９

　9：00～12：30

15：30～18：00

対 象 者　３０歳以上の人�

検診費用　７００円（７０歳以上の人は無料）。受診す�

る医院の窓口でお支払いください。�

火・木・土�

午後休診�

木・土�

午後休診�

木・休診�

土・�

火・木・土�

午後休診�

火・木・土�

午後休診�

検診期間  ９月４日（月）～９月３０日（土）�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

　8：30～12：00

15：00～18：00

　9：00～12：00

17：00～19：00

　9：00～12：00

15：00～18：00

　9：00～12：00

16：00～18：30

アルファビア�

御食国� 洲本バスセンター�

P

P

P

P

洲本市�
健康福祉館�

休日等応急診療所�
　　　　入口�

洲本市立�
図書館�

午後�
休診�



１９� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

ママメイト�
いのちって何だ　毎月第１～４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　８月２２日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　１０月１７日�
（火）、受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　９月１２日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　１０月３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　８月３１日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�

　者（Ｈ１０．８月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　９月２２日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

�

�

成人健康相談　９月４日（月）、午後１�
　時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など・予約が必要）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�
　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など。�

　奇数月は第２火曜日のみ。９月は�

　第３火曜日も行います）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

　８月、９月の乳幼児健康診査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。９月�

　６日（水）、９月２０日（水）、（受付・市�

　役所市民相談係で電話による予約�

　受付けをしています。☎２２・３�

　３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　９月６日（水）、午後１時１５�

　分～（受付・午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

８月１７日（木）�

８月３０日（水）�

９月７日（木）�

９月１４日（木）�

９月２１日（木）�

９月２９日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１１年１０月生�

�

�

Ｈ１１年１月生�

�

�

�

Ｈ１１年２月生�

Ｈ１２年４月生�

�

�

�

Ｈ１２年５月生�

�

�

�

Ｈ９年６月生�

�

　
最
近
、
中
学
生
や
高
校
生
を

見
て
「
ど
こ
か
で
見
た
顔
や
な

ぁ
」
と
思
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
我
が
子
で
な
し
、
親

戚
の
子
で
な
し
、
よ
く
よ
く
考

え
て
み
る
と
「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
で
出
会
っ
た
生
徒

た
ち
で
し
た
。
中
学
二
年
生
が

地
域
の
職
場
で
働
く
「
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
も
今
年
で

三
年
目
と
な
り
、
こ
の
間
た
く

さ
ん
の
中
学
生
た
ち
に
出
会
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
◆
こ
の

取
材
、
決
し
て
楽
な
取
材
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
学
生
の
活

躍
ぶ
り
は
な
か
な
か
感
動
も
の

で
す
。
今
月
号
で
は
、
「
ト
ラ

イ
や
る
」
を
体
験
し
た
生
徒
の

作
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
日
本
の

明
る
い
未
来
は
こ
の
皆
さ
ん
が
、

確
実
に
担
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
◆
ま
も
な
く
ひ
と
つ
の

世
紀
が
過
ぎ
、
新
し
い
世
紀
の

ペ
ー
ジ
が
め
く
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
を
生

き
る
た
め
に
、
少
し
は
私
も
新

し
い
自
分
に
な
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
◆
残
暑
が
続
い
て
い

ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
に
。
　
　
　
　
（
Ｙ
Ｔ
）

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

胃がん検診　９月６日（水）、午前９時�
　～（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度�

　１回限り）　　�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎月第３水曜日、午後�

　１時～３時、青少年センター（☎�

　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�

　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

　　　　お　し　ら　せ�
　朗読ボランティア「樫の木グルー�

プ」から朗読テープ『兵庫歴史散歩』�

『兵庫のむかし話』『淡路島の清水』�

『みちのりはるか』など全部で２８本�

のテープを寄贈していただきました。�

貸出しておりますので、是非ご利用�

ください。�

　また、８月後半から一般開架テー�

マ展示は、「オリンピック」関連本�

の予定です。�

『ビジュアル博物館　第７９巻オリ�

ンピック』�

　　　　クリス・オクスレード／著�

『君はオリンピックを見たか』�

　　　　　　　　　天野恵一／編著�

『シドニー物語』　　大津彬裕／著�

などの関連本がありますので、ご利�

用ください。�

�

　　　　お月見おはなし会�

■と　き　９月１２日（火）  午後４時�
　　　　　～�

■ところ　児童室 �
＊「おはなし会」第２・第４土曜午�
　後２時～。�

＊「おりがみ教室」第４土曜午後３�
　時～�

「おりがみ教室」参加申込は前日�

まで、また小学生未満の人について�

は保護者同伴でお願いします。�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（☎２２・０７１２）�

●社会保険相談日が変更されます�市民会館で毎月第3金曜日に行っている社会保険相談を�
9月については、第4金曜日の9月22日に行います。�
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有
名
な
狸
の
話
が
あ
っ
て
、�

そ
れ
が
地
元
の
商
店
街
や
観
光�

産
業
に
利
用
さ
れ
、
効
用
を
発�

揮
し
て
い
る
地
域
の
例
を
調
べ�

て
み
る
と�

▼
佐
渡
の
団
三
郎
狸�

▼
上
州
茂
林
寺
の
文
福
茶
釜�

▼
房
州
証
誠
寺
の
狸
囃�

▼
阿
波
小
松
島
の
金
長
狸�

▼
屋
島
浄
願
寺
の
禿
狸�

▼
伊
予
肱
川
の
カ
チ
カ
チ
山�

▼
九
州
柳
川
の
ポ
ン
ポ
コ
ポ
ン�

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
町
々�

は
、
町
を
挙
げ
て
そ
れ
を
祀
り

そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
組
ん
だ
り
し

て
お
り
、
そ
れ
が
町
の
繁
栄
に

役
立
っ
て
い
る
。�

���

　
洲
本
の
狸
は
、
有
名
な
柴
右�

衛
門
を
は
じ
め
、
今
ま
で
書
い�

て
き
た
八
匹
の
狸
の
話
が
あ
り
、�

そ
れ
ぞ
れ
に
人
々
の
た
め
に
禍

を
の
ぞ
き
福
を
招
く
実
績
の
あ

る
狸
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら

の
八
狸
を
祀
る
祠
を
つ
く
り
、

こ
れ
を
巡
拝
す
る
よ
う
に
仕
組

ん
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

　
旧
市
街
地
の
三
社
や
大
浜
、�

本
町
、
寺
町
な
ど
の
歴
史
的
な�

景
観
や
記
念
物
を
う
ま
く
組
み�

合
せ
、
延
長
四
　
　
程
度
の
散�

策
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
歩
道
や

休
憩
所
を
整
備
す
る
。�

　
内
外
本
町
、
堀
端
筋
、
御
門�

筋
な
ど
、
城
下
町
の
雰
囲
気
を�

う
ま
く
生
か
し
な
が
ら
沿
線
の�

商
業
開
発
を
心
が
け
て
い
け
ば
、�

洲
本
の
町
お
こ
し
に
貢
献
で
き�

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
洲
本
を
訪
れ
る
観
光
客
が
、�

町
を
散
策
し
て
み
た
く
な
る
よ

う
な
見
所
、
楽
し
み
所
、
お
休

み
所
、
買
い
物
所
な
ど
を
こ
の

狸
の
コ
ー
ス
の
所
々
に
作
っ
て

い
き
、
気
軽
に
洲
本
の
自
然
や

歴
史
に
触
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

交
流
や
賑
い
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。�

　
狸
の
祠
を
巡
拝
す
る
こ
と
に�

よ
り
、
禍
を
防
ぎ
幸
せ
が
得
ら�

れ
る
と
い
う
ご
利
益
を
Ｐ
Ｒ
す

る
よ
う
に
、
市
民
み
ん
な
で
協

力
す
れ
ば
、
本
物
の
狸
の
町
お

こ
し
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。�

「
シ
リ
ー
ズ
・
狸
の
話
」
は�

こ
の
辺
で
お
終
い
に
し
ま
す
。�

　
　
　
武
　
田
　
清
　
市�

（
洲
本
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長
）�

地図内No. 名　　　称�
三熊山八王子社�
中座柴右衛門大明神�
柴助の霊�
鍵掛け武左衛門の霊�
お増の霊�
川太郎の霊�
宅左衛門の霊�
お松の霊�
桝右衛門の霊�
ゴール案内所�
お土産・グッズ物産館�
案内所（１）�
案内所（２）�

三熊山�
八幡神社�
洲本温泉　足湯公園�
厳島神社境内�
レインボー広場�
８丁目の土手�
みつあい館�
塩屋１号線北端�
堀端農人橋跡�
洲本神社�
旧みどり銀行跡�
洲本バスセンター�
淡路文化史料館�

所　在　地�
1

1

2

3
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5
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（
提
言
）�

ひ
じ

か
わ�

２０�

1

1

A

B

A

B

洲
本
八
狸
め
ぐ
り�

り

や
く�

し
ま�

や
だ
ぬ
き�

⑧
（最終回）�


